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淀川水系河川整備計画の概要
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淀川水系河川整備計画

・淀川水系河川整備計画は、住民、学識者、府県知事の意見を聴取し、平成21年3月に策定。
・河川整備計画では、概ね30年間の河川整備の目標と具体的な対策を記載。

目標：より健全な川とするとともに、災害時に適切な行動をとってもらい、また川を介して上下流の交流を深めていくため、多くの人々
が川への関心を高め、川にふれ、川のことをともに考えるような関係を構築する。

目標：いかなる洪水に対しても氾濫被害をできる限り最小化する施策をハード、ソフトの両面にわたって推進する。

この際、「一部地域の犠牲を前提としてその他の地域の安全が確保されるものではなく、流域全体の安全度の向上を図ること
が必要」との考えを基本に流域が一体となって対策を講じる。

目標：都市を流れる河川であることを踏まえ、身近な自然を楽しめるなど、川とまちが一体となった河川整備を実施する。

目標：既存施設の老朽化を踏まえ、ライフサイクルコストの縮減を念頭に効率的、効果的な維持管理、更新を計画的に実施する。

目標：近年の人口減少現象や河川環境との調和を考え効率的な水利用を図るとともに、地球規模の気候変動に伴う渇水のおそれに
対する備えを実施する。

①人と川とのつながり

・関心を持ってもらうためにふれやすい川にする ・川の情報を発信する ・関心を持ってもらうための工夫

目標：「生態系が健全であってこそ人は持続的に生存し、活動できる」との考え方のもと、イタセンパラ等の貴重種、固有種を始めとす
る多様な生物の生息・生育・繁殖環境の保全や再生を生態系への影響を見ながら実施する。

②河川環境

・水辺や河原の保全・再生 ・川本来のダイナミズムの再生

③治水・防災

・川の中で洪水を安全に流す ・堤防強化 ・危機管理体制の構築、強化

⑤利用

④利水

⑥維持管理

・適正な水利用を図る ・渇水に備える

・舟運の活性化 ・近づきやすい川、楽しめる川にする ・まちづくり、地域づくりと連携
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高時川

姉川

琵琶湖

野洲川

瀬田川
桂川

宇治川

木津川

神崎川

猪名川

淀川

■高規格堤防整備

■堤防強化

淀川、桂川、木津川、宇治川、
猪名川、瀬田川、野洲川

■阪神電鉄西大阪線橋梁改築

■淀川大堰の耐震対策

■天ヶ瀬ダム再開発

■大下津地区引堤
■桂川河道掘削

■瀬田川河床掘削

■嵐山地区河道整備

■名張川引堤・河道整備

■上野遊水地

■川上ダム

■丹生ダム

■塔の島地区河道整備

主な治水事業

■狭窄部開削

■川西・池田地区築堤
草津川

■猪名川河道掘削

・淀川本川については、洪水の流下を阻害している阪
神電鉄西大阪線橋梁の改築事業を完成させる。また
中・上流部の河川改修の進捗と整合を取りながら洪
水調節施設（川上ダム、天ヶ瀬ダム再開発、大戸川
ダム）を順次整備する。なお、大戸川ダムの本体工
事については中・上流部の河川改修の進捗状況とそ
の影響を検証しながら実施時期を検討する。

・宇治川においては、塔の島地区における河道整備及
び天ヶ瀬ダム再開発事業による天ヶ瀬ダムの放流能
力の増強を行う。

・桂川においては、大下津地区において継続して引堤
を実施するほか、淀川本川の治水安全度を低下させ
ず、段階的かつ早急に大下津地区並びにその上流
区間において河道掘削を実施する。

・木津川においては、上野遊水地と川上ダムを完成さ
せるとともに、上野地区の河川改修及び島ヶ原地区
の築堤等を実施する。

・神崎川、猪名川においては、川西・池田地区におけ
る築堤・護岸及び河道掘削を実施し、それが完了次
第、下流の治水安全度を低下させない範囲で狭窄部
の開削を実施する。

川の中で安全に流下させるために実施するメニュー

淀川水系河川整備計画に記載の治水事業

※阪神西大阪線は現在「阪神なんば線」に改名 4

■大戸川ダム



淀川水系河川整備計画に記載の治水事業

・河川整備計画本文では「実施については、上下流の河川整備の進捗状況、水害の発生状況及び国・
自治体の財政状況などを考慮しながら優先順位を定め実施すべき事業を行うものとする。」と記載。
・河川整備計画策定時には、「現状を踏まえて緊急的に着手（継続）すべき事業等」と「上下流の河川整
備進捗や水害の発生状況、国・自治体の財政状況などを考慮しながら計画的に実施すべき事業」にわ
けて説明。

平成20年11月23日琵琶湖・淀川の流域自治を考えるシンポジウムにおける河川整備計画案の説明5



中上流部の河川改修の進捗状況
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事業進捗状況（淀川）

30.0k

ひら かた し

枚方市

たか つき し

高槻市

おお さか し

大阪市

もり ぐち し

守口市

や わた し

八幡市

0.0k

あまがさきし

尼崎市

すいた し

吹田市

せっつ し

摂津市

しまもとちょう

島本町

（枚方）

はんしん よどがわ

阪神なんば線淀川橋梁
（橋梁架替）

10.0k

25.0k

堤防強化

15.0k

よどがわ

淀川

20.0k

堤防強化

35.0k

よどがわおおぜき

淀川大堰
（耐震対策）

いくえ

生江地区
（高規格堤防整備）

堤防強化

ね や がわ し

寝屋川市
とよなか し

豊中市

5.0k

とりしま

酉島地区
（高規格堤防整備）

堤防強化

よどがわりくこう

淀川陸閘
（耐震対策）

でんぽうりくこう

伝法陸閘
（耐震対策）

たいまはいすいひもん

太間排水樋門
（耐震対策）

け ま はいすいきじょう すいもん こうもん

毛馬排水機場、水門、閘門
（耐震対策）

にしじますいもん

西島水門
（耐震対策）

でんぽうすいもん

伝法水門
（耐震対策）

ねやがわしゅすいひもん

寝屋川取水樋門
（耐震対策）

よどがわおおぜきこうもん

淀川大堰閘門整備

【事業毎の凡例】
黒字：2018年度までに事業完了予定
赤字：着手済事業
青字：残事業

凡 例

： 基準地点 （ 枚方 ）

： 橋梁架替 （阪神なんば線）

： 堤防強化（ 完了）

： 高規格堤防整備区間

： 高規格堤防整備

： 閘門整備 （ 淀川大堰 ）

： 構造物耐震対策

・淀川では、これまでに樋門や水門の耐震補強は完了。
・阪神なんば線淀川橋梁架替は2017年度から工事着手済。
・堤防強化は約9割以上の区間で完了し、2020年度に全川完了予定。

淀川

■淀川9.8k付近（淀川大堰耐震対策）

施
⼯
前

施
⼯
後

■淀川右岸25.2k付近（堤防強化）

施工前（川表腹付） 施工後（川表腹付）

淀川

淀川左岸線地区
（高規格堤防整備）
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事業進捗状況（宇治川）

・宇治川では、整備計画に位置付けた堤防強化は完了※。
・上流部の塔の島地区では景観に配慮した改修を進め、2018年度に完了予定。

きょうとし

京都市

う じ し

宇治市

く み やまちょう

久御山町

う じ がわ

宇治川

や わた し

八幡市

50.0k

45.0k

大島樋門改築

とうのしま

塔の島改修

■宇治川50.4k付近（塔の島改修）

宇治川 宇治川

施工前（H20年度）
施工中（H29年度）

堤防強化

堤防強化

あまがせ

天ヶ瀬ダム再開発
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【事業毎の凡例】
黒字：2018年度までに事業完了予定
赤字：着手済事業
青字：残事業

凡 例

： 河道掘削（ 完了）

： 堤防強化（ 完了）

： 樋門改修

※近年洪水を踏まえ、背水影響の大きい宇治川においては更なる堤防強化対策について検討。



事業進捗状況（天ヶ瀬ダム再開発）

・2013年度から本体工事に着手し、約8割の事業が進捗。2021年度に完成予定。

【治水】放流能力を増強し、ダムの治水容量を
より効率的に活用することで、天ケ瀬ダ
ムの洪水調節機能を強化。

【利水】１日あたり51,840m3の水道用水を新た
に安定して供給。

【発電】需要電力の多い洪水期にも110,000kWの
電力を新たに供給。

■事業目的

■工事概要 ■工事進捗状況写真（H30.12時点）

流入部 ゲート室部

吐口部 導流部
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事業進捗状況（木津川下流）

・木津川では、堤防強化を優先して実施し、約7割の区間で完了し、2020年度に全川完了予定。
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きょうたなべし

京田辺市

や わた し

八幡市

じょうようし

城陽市

く み やま ちょう

久御山町

いでちょう

井手町

き づ がわ し

木津川市

き づ がわ

木津川

う じ がわ

宇治川

かつらがわ

桂川

0.0k

5.0k

10.0k

15k

緊急河川敷道路整備

き づ がわ し

木津川市

わづかちょう

和束町

き づ がわ し

木津川市

せいかちょう

精華町
20.0k

30.0k

35.0k

堤防強化

■木津川右岸25.2k付近（堤防強化）

整備中（ドレーン工）

整備後（ドレーン工）

堤防強化

【事業毎の凡例】
黒字：2018年度までに事業完了予定
赤字：着手済事業
青字：残事業

凡 例

： 緊急用河川敷道路

： 堤防強化（ 完了）



事業進捗状況（木津川上流）

・木津川上流では、上野遊水地の整備が完了し、2015年度から運用を開始。
・名張川では、名張市内の治水安全度向上及び上流3ダム（青蓮寺ダム、室生ダム、比奈知ダム）の調
節効果を発揮させるため、黒田地区の引堤をかわまちづくり事業と併せて、2023年度に完了予定。

伊賀市

木津川

島ヶ原地区

築堤

名張市

名張川

名張川

青蓮寺川

宇陀川

名張地区

くろだ

黒田地区
引堤

服部川

木津川

柘植川

伊賀市

：上野遊水地

上野地区

河道掘削

河道掘削

河道掘削

引堤

堤防強化

無堤部解消
（築堤）

上野遊水地

■木津川58.0k（上野遊水地）

Ｈ18 Ｈ24

施工前 施工後

Ｈ18 Ｈ30

施工前 施行後

■名張川28.0k（河道掘削）

越流堤 越流堤
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【事業毎の凡例】
黒字：2018年度までに事業完了予定
赤字：着手済事業
青字：残事業

凡 例

： 河道掘削（ 完了）

： 堤防強化（ 完了）

： 引堤・築堤

あさひ

朝日・南町地区
引堤

河道掘削



事業進捗状況（川上ダム）

・2017年度から本体工事に着手し、約6割の事業が進捗。
・現在、ダム本体の基礎掘削を実施しており、2022年度に完成予定。

■事業目的

【治水】当該ダムの建設される地点における計画高水流量850m3/sのうち780m3/sの洪水調節を行う。
【利水】伊賀市の水道用水として

最大 0.358m3/sの取水を供給。
【流水の正常な機能の維持】

前深瀬川及び木津川の既得用水の補給等流水の正常な機能の維持と増進。
高山ダム、青蓮寺ダム、布目ダム及び比奈知ダムの堆砂除去のための代替補給。

■工事概要

■工事進捗状況写真

【川上ダム堤体諸元】
○型 式 ： 重力式コンクリートダム
○堤 高 ： ８４ｍ（堤頂標高：ＥＬ.２８２．０ｍ）
○堤頂長 ： ３３４ｍ
○湛水面積：１．０４ｋｍ2
○総貯水容量：３１，０００千ｍ3

完成イメージ

前深瀬川上流より

ダムサイト

ダムサイト

（208年11月末撮影）
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事業進捗状況（瀬田川・野洲川）

・瀬田川では、流下能力向上と大戸川への背水影響回避の掘削を実施し、2019年度に完了予定。

お お つ し

大津市

び

わ

こ

琵
琶
湖

せ た が わ

瀬田川

ししとびけいこく

鹿跳渓谷対策

河道掘削

瀬田川洗堰耐震対策等

75.0k

74.0k 73.0k

72.0k

71.0k

70.0k

69.0k

68.0k

67.0k
河道掘削

凡例

：河道掘削（ 完了）

：構造物耐震対策等

：鹿跳渓谷対策

・野洲川では、堤防強化を実施し、2020年度に全川完了予定。

琵
琶
湖

や す し

野洲市

もりやまし

守山市

こ な ん し

湖南市
やすがわ

野洲川

りっとうし

栗東市

1.0k
3.0k

4.0k 5.0k

7.0k

8.0k

12.0k

13.0k

0.0ｋ

堤防強化

堤防強化

堤防強化

堤防強化

堤防強化

堤防強化

水防拠点整備

2.0k

6.0k

9.0k
10.0k

11.0k

施工中

施工前（裏法対策）

施行後（裏法対策）

■瀬田川69.6k付近（河道掘削）

■野洲川12.4k付近（堤防強化）

施工前

13

大津放水路

【事業毎の凡例】
黒字：2018年度までに事業完了予定
赤字：着手済事業
青字：残事業

【事業毎の凡例】
黒字：2018年度までに事業完了予定
赤字：着手済事業
青字：残事業

凡 例

： 堤防強化（ 完了）

： 水防拠点整備

堤防強化

もりやまし

守山市



事業進捗状況（大戸川ダム 付替道路）

・付替県道大津信楽線工事については、2021年度完成を目標に推進。

付替県道大津信楽線桐生辻ﾄﾝﾈﾙと新８号橋 付替県道大津信楽線牧町天空大橋（新３号橋）

至信楽

至
信
楽

至
栗
東

至大津

至
南
郷

(栗
東
信
楽
線
)

県
道

信楽線)
(大津

県道

至
草
津

平
野
草
津
線

至
草
津

南
郷
桐
生
草
津
線

大鳥居発電所
大戸川発電所

桐
生
辻
ト
ン
ネ
ル

新名神

大
戸
川

代替宅地

中野

平野

牧

芝原

甲賀市

栗東市

大津市

大津市

47
号
橋

45
号
橋

42
43
号
橋

41
号
橋

40
号
橋

取
付
部（
39
号
橋）

39
号
橋

38
号
橋

37
号
橋

36
号
橋

35
号
橋

34
号
橋

33
号
橋

30
号
橋

桟
橋
撤
去(

29
号
橋)

29
号
橋

28
号
橋

桟
橋
撤
去(

27
号
橋)

27
号
橋

26
号
橋

25
号
橋

24
号
橋

新
８
号
橋

新
７
号
橋

新
６
号
橋

新
５
号
橋

新
４
号
橋

新
３
号
橋

新
２
号
橋

新
１
号
橋

新斧研橋
焼野橋綾井橋

６

付替県道大津信楽線 国施工区間

下流区間 上流区間

2018年3月現在

凡 例

2017年度迄

2018年度

2019年度以降

2017年度実施箇所
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事業進捗状況（猪名川）

・猪名川では、床固改築や旧堰撤去を含む河道掘削を実施し、2023年度に完了予定。

い な がわ

猪名川

せん り がわ

千里川

も がわ

藻川

だろく がわ

駄六川
みのお がわ

箕面川

よ の がわ

余野川

樋門耐震対策

堤防強化

河道掘削
小戸・木部・出在家地区

7ｋ

6ｋ

5ｋ

3ｋ

2ｋ

1ｋ

0ｋ

0ｋ

1ｋ
2ｋ

3ｋ

4ｋ

4ｋ

9ｋ

8ｋ

10ｋ
11ｋ

12ｋ

兵庫県

河道掘削
桃園・小戸地区

河道掘削
戸ノ内地区

大阪府

河道掘削
岩屋・利倉地区

河道掘削
下河原地区

防災ST
堤防拡幅

堤防強化

堤防拡幅

堤防強化
堤防拡幅

堤防拡幅

池田床固改築
堤防強化

施工前 施工後

猪名川猪名川

猪名川

猪名川

猪名川

猪名川

■猪名川10.8k付近（河道掘削）

■猪名川11.0k付近（池田床固改築）

■猪名川3.6k付近（堤防強化）
施工前

施工後

事業前

事業後
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堤防強化

【事業毎の凡例】
黒字：2018年度までに事業完了予定
赤字：着手済事業
青字：残事業

凡 例

： 基準地点 （ 小戸 ）

： 河道掘削 （ 完了）

： 堤防強化（ 完了）

： 堤防拡幅

： 防災ST
： 樋門新築

： 構造物耐震対策



事業進捗状況（桂川）

凡 例

： 河道掘削（ 完了）

： 引 堤

： 緊急用河川敷道路

： 堤防強化
きょうとし

京都市

おおやまざきちょう

大山崎町

かつらがわ

桂 川

河道掘削

河道掘削

引堤
おおしもづ

（大下津地区）

4号井堰撤去

1号井堰撤去

6号井堰撤去

河道掘削

5.0k

10.0k

15.0k

・桂川では、淀川水系で現況の治水安全度が
最も低く、河道掘削を実施。
・平成25年台風18号洪水では、堤防から越水し
たため、2014年度より、緊急対策特定区間と
位置付け、堰撤去を含む河道掘削を実施中。
・引き続き、上下流バランスを踏まえ、引堤を含
む大規模な河道掘削を推進。
・緊急治水対策により大幅に掘削を前倒し、
2018年度に整備計画全体の約4割の河道掘削
が完了。

緊急河川敷道路整備

【河道掘削】

2018年3月時点の進捗状況

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

下植野 淀木津 横大路
久我 桂上野 嵐山
合計（累計）

地区別・年度別
掘削量（m3）

施工前

施工後

■桂川6.5k付近
（久我地区河道掘削）

桂
川

桂
川

■桂川13.6k付近（4号井堰）

桂
川

桂
川

施工前

施工後

※堤防強化については全て完了

【事業毎の凡例】
黒字：2018年度までに事業完了予定
赤字：着手済事業
青字：残事業

一の井堰改築
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現在

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000

合計（累加）
掘削量（m3）



事業進捗状況（桂川の段階整備）

②上野橋上流

桂川 桂川

桂川 桂川

①②

③

施工前H27） 施工後（H27）

①上野橋下流（4号井堰撤去）

施工前H27） 施工後（H27）

4号井堰

施工前H28） 施工中（H29）

③羽束師橋下流

緊急治水対策で掘削済

戦後最大洪水対応で掘削

6号

一の井

4号

1号

17

1.8k断面 2013年までに掘削済

H16出水対応で掘削（引堤）

1.8k

5.0k

5.0k断面

・桂川は、2022年度までに約6割の河道掘削が完了予定。戦後最大洪水への対応にはさらなる河道掘
削が必要。



事業進捗状況（嵐山地区）

・嵐山は世界的な観光地であり、世界文化遺産に登録された天龍寺があるなど京都観光の要であり、
四季を通じて2000万人/年を超える観光客で賑わう歴史的な景勝地。
・2018年12月には、「可動式止水壁による左岸溢水対策」「一の井堰改築」「派川改修」によるH16出水

対応メニューについて、地元や関係機関との合意形成が諮られ、この3つの対策で整備を推進。

一の井堰
施設諸元（京都府管理）
築造年次：昭和26年
延長：151.6m 堰高：1.8m
取 水 量：かんがい期 6.92m3/s

○一の井堰改築
京都府・市を含む協議会を設立し、京都府・市・国・

土地改良区により、改築に向けた議論を開始。

○左岸溢水対策
（自立式特殊堤＋可動式止水壁）
第8回検討委員会（H30.12月）で合意

左岸溢水対策（可動式止水壁）

一の井堰改築

派川改修

○派川改修

派川は河床が高く、２基の固定堰による堰上げが発生
しているため、一の井堰改築に合わせて、河道掘削及び
可動堰化を実施。

構造イメージ
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河川名 事業メニュー 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019～

阪神なんば線淀川橋梁架替

淀川堤防強化

宇治川塔の島改修

天ヶ瀬ダム再開発

瀬田川河道掘削

鹿跳渓谷対策

瀬田川洗堰耐震対策等

大戸川ダム（付替県道含む）

桂川大下津地区引堤

桂川河道掘削（嵐山地区含む）

木津川下流 木津川下流堤防強化

上野遊水地

木津川・服部川河道掘削

川上ダム

名張川河道改修（引堤・掘削）

猪名川河道掘削、堰改築

堤防強化

猪名川

淀川

宇治川

瀬田川

桂川

木津川上流

工事着手

2018完了

2019完了予定

2021完了予定

2019完了予定

2023完了予定

緊急治水対策 2019完了

2020完了予定

2015完了

2022完了予定

2023完了予定

2020完了予定

本体工事

付替道路

H16出水対応

淀川水系の主な事業進捗状況

・計画策定から概ね10年が経過し、治水安全度の低い桂川の掘削のみならず、宇治川塔の島改修の完
了や上野遊水地の運用開始、川上ダムの本体着手、阪神なんば線事業の着手と河川改修が進捗。
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淀川水系における各河川の流下能力

20



淀川水系における各河川の流下能力

・河川整備計画策定から概ね10年が経過して、各河川において、河川改修が大幅に進捗。
・この結果、流域全体においても各河川においても流下能力が向上。

21

河川名 地点名
計画策定時の

河川の
流下能力

2018年度時点の河川
の

流下能力

完了目途が
立っている事業

完了時の流下能力

河川整備計画
目標流量

（河道配分流量）

淀川 枚方 10,500m3/s 10,500m3/s 10,500m3/s 10,700m3/s

宇治川 宇治 890m3/s 1,500m3/s 1,500m3/s 1,500m3/s

桂川

羽束師 2,000m3/s 2,400m3/s 2,600m3/s 3,600m3/s

嵐山 900m3/s 1,100m3/s 2,300m3/s 2,900m3/s

木津川

加茂 4,900m3/s 4,900m3/s 4,900m3/s 4,900m3/s

島ヶ原 2,300m3/s 2,300m3/s 2,300m3/s 2,800m3/s

名張川 名張 1,100m3/s 1,200m3/s 1,600m3/s 1,900m3/s

猪名川 小戸 1,200m3/s 1,800m3/s 2,100m3/s 2,100m3/s

塔の島地区完成

緊急治水対策完成 H16出水対応河道完成

堆積土砂除去、6号井堰撤去 H16出水対応河道完成

樹木伐採、河道掘削 黒田地区引堤完成

河道掘削 河道掘削完成

完了目途の立っている
事業により目標を達成

計画策定時から流下能力増



事業進捗に伴う影響
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事業進捗に伴う影響（桂川）

・ 2023年時点で、H16出水と同規模の洪水が発生した場合、桂川の浸水被害は解消できると推定。
・ ただし、河川整備計画の目標洪水（戦後最大洪水）が発生した場合、桂川の浸水被害は軽減されるも
のの解消されないため、引き続き河川改修が必要。
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桂川右岸４．８ｋでHWL超過

被害額：約7,900億円
浸水戸数：約13,300戸

被害額：約5,300億円
浸水戸数：約10,300戸

桂川右岸４．８ｋでHWL超過

○2023年時点では、桂川はH16出水対応河道まで概ね完了し、これまでの河道掘削により、羽束師地
点（5.0k）の河道内のピーク水位が約30cm低下し、浸水被害が減少すると試算。

○戦後最大洪水発生時にHWLを超過すると破堤。

整備計画策定（2009年）時点 2023年時点

※2023年時点では、関係者等との調整が必要な事業も完成したことを前提に試算。



事業進捗に伴う影響（淀川）

・淀川本川では、河川整備計画策定前において、計画規模洪水がHWL以下で流下する安全度となってい
るため、中上流の事業進捗においても、従前の安全度を低下させないことが必須。
・これまでの中上流部の河川改修と併せて、天ヶ瀬ダム再開発や川上ダムの整備が完成することで、淀
川本川に対する中上流部の河川改修の「影響を緩和できる（HWL以下にできる）」ことを確認。
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枚方地点流量
水位変化量
（13.2k地点）

HWLとの差分

河川整備計画策定前 10300m3/s － -20cm

2022年までの河川改修と
天ヶ瀬ダム再開発、川上ダム

10500m3/s -29cm -11cm

参考：2022年までの河川改修 11100m3/s +38cm ＋18cm

※中上流部の河川改修だけでは、下流淀川への流量増が発生し、淀川本川
では計画規模洪水がHWLを超過することとなるが、天ヶ瀬ダム再開発による
効率的な操作及び川上ダムによる洪水調節によって、流量低減が図られるこ
とから、従前同様、淀川本川では計画規模洪水をHWL以下で流下可能。


